







止法施行前 (平成 11年度)の 7.6倍の88,931件 と
なってお り,実際に子 どもに虐待を加える虐待者
は,実母が52。 4%と 最 も多 く,虐待を受けた子 ど
もは,小学校入学前の子どもの合計が43.5%と なっ
てお り,高い割合を占めている。
厚生労働省 (2007)に よると,虐待発生の リ
スク要因は明 らかにされてきてお り,それには ,












状態を問題 に し,「子 どもの現状や将来,あ るい
は育児のや り方や結果に対する漠然 とした恐れを
含む清緒の状態」 としている。












野 口 裕 代
をは らんでいるのである (武 内,1994)。 原 口ら
(2005)も ,今 日の母親たちは 「子育てをしたい」
のと同時に 「自分の生き方を大切にしたい」 とい









ではないか と指摘 している (宮本 ,2007)。 そ し


























スを1つずつ選択 して もらった。 そ して,宮本
(2013)の育児負担感尺度 ,「 閉塞感・犠牲感」,
「疲労感」,「 自信のなさ」,「離反願望」の 4因 子
か らなる計 17項 目に,「全 くあてはま らない」～




結果 217名 に質問紙を配布 し,回収す ること
のできた131名 を対象に分析を行った (回収率
60。 36%)。 研 究 協 力 者 の 平 均 年 齢 は 36.3歳
(SD=4。 54)で ,育児負担感 尺度 の平均得 点 は
41.06点 (SD=7.12)で あった。 そ して,宮本
(2013)と 同 じ因子構造になっているか確認する
ために,因子分析を行った。その結果 ,4因子が























形で行 った。質問項 目は,「育児 とは どのような




どのよ うな時にどのような楽 しさを感 じるか」,
「子育てをしていて, どのよ うな時にどのような
ライフコース選択による母親の育児負担感 野口裕代
大変 さを感 じるか」などを設定 した。






















た。そ して,それぞれの語 りの中で,い くつか共
通す るところもあった。 1つ 目は,子 どもが 自分
の思 う通 りに動いてくれないとい う点で,育児の
大変 さを感 じているところが共通 していた。 2つ
目は,育児をしていると,子 どもと離れて1人 の
時間を過 ごすことが難 しいとい う点で,一一時預か
りなどのサポー トを求めているところが共通 して






1人 の時間を持つ ことが難 しい とい うことが分か
り,一 時預か りなど,子 どもを預けられるような
サポー トを求めていることが明 らかとなった。 こ
れは,子育て支援を社会全体で考えてい く必要の
ある現在,社会に訴えてい く際の根拠にな り得る
のではないだろ うか。そ して,夫からのサポー ト
も受けられていない状況が明らかになったことも,
世の夫や,男性の働き方について社会 として取 り
組んでいくきっかけになるのではないか。
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